
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
  

学 校 名 羽島市立小熊小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月７月（木）～１１月３０日（土） 

実 施 概 要 
  

 （１）家族参観（親子活動：凧作り） １１月３０日（土）午前   

（２）通学合宿  １１月７日（木）～１１月９日（土）     

（３）創立１４０周年記念式典 １１月３０日（土）午後 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   レ歴史   レ文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 レその他 

来 校 者 数 保 護 者                １７０人  
       計    １８５人 

地域関係者                  １５人 

実 施 状 況 
 

（１） 家族参観（親子活動）を実施 

  家族参観（親子活動）で凧作りをおこなう。そして児童たちは地域のコミ
ュニティセンターが１月１１日に開催する凧揚げ大会に参加する。凧作りや
凧揚げ大会を通して親子や地域の方々と触れあうよい機会となる。 

（２）通学合宿の実施 

  １１月７日～１１月９日の３日間、地域のコミュニティセンターで通学合
宿をおこなった。親子で一緒に夕食をつくって食べたり、異年齢の仲間たち
やPTAの方々と寝食を共にしたりして触れあうことができた。 

（３）来賓や保護者をお招きしての創立１４０周年記念式典の開催 

  各学年が財産を発表し、伝統と地域に支えられて自分たちが小熊小で学ん
でいることを実感できるような会とすることを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

成果及び課題 
  

     

・家族参観（親子活動）は、ほぼ全員の保護者の方々に参加していただける。
例年、母親だけでなく父親や祖父母の参加も多く、家族で凧作りをおこな 
いながら会話もはずむ機会となる。また、地域の多くの方々に本校の指導 
の様子や児童の様子を理解していただくよい機会となる。さらに１月の凧 
揚げ大会では地域の多くの方々と触れあいができ、地域の方々もそれを楽 
しみにしておられる。 

・通学合宿は、児童が異年齢集団で活動するよい機会となった。互いに相手 
をいたわる気持ちを持ったり、活動を支えていただいたＰＴＡや地域の方々
に感謝の気持ちを持ったりすることができた。参加した多くの児童が充実 
感や満足感を実感することができた。 

・来賓や保護者の方々に各学年の取り組みや合唱を披露することで、学校の 
様子を理解していただくことができる。また参加者が小熊小学校の伝統に 
触れ、地域に支えられて現在があることを実感することができる。 

 


